
第２回幹事会 会議次第 

 

日時：令和３年１月１８日(月)1９時～ 

場所：吉永中学校２階 英語教室 

 

 

１ 開会あいさつ 

 

 

２ 協議事項 

（１）前回会議の要点録の承認について 

 

 

（２）委員会、幹事会、部会の傍聴規程について 

 

 

 

（３）学校名の取り扱いについて 

 

 

 

３ その他 

 

 

 

 

４ 次回、開催日時・場所 

・日 時      月    日      時～ 

 ・場 所 

 

 

 

５ 閉会 

 

 

 

 



第２回幹事会 要点録 

 

 

１ 日 時：令和３年１月１８日（月）１９時～２０時０５分 

 

２ 場 所：吉永中学校２Ｆ英語教室 

 

３ 幹事会員出欠 
   出席者：１１名 

欠席者：  ０名  

 

４ 協議題 

（１）前回会議の要点録の承認について 

   変更点なしで承認される。 

 

（２）委員会、幹事会、部会の傍聴規程について 

 《意見》 

委員  (傍聴人の遵守事項)第 5条第 1項 8号部分の字句訂正 

        「審議の支障」→「会議の進行の支障」 

    委員  (傍聴人の決定方法等)第 4条第 1項部分の訂正 

        コロナ禍でもあり、委員会は大きな会場で行われるので傍聴定員は 10 人以内で

よいが、幹事会、部会は教室、三石公民館の狭い場所で行われるので 5 人以内

に制限してほしい。 

委員  あまり多いと発言しにくい。 

（他の委員も同調） 

    教委  傍聴定員は委員会は 10 人以内、幹事会及び部会は 5人以内とする。 

     

(３)学校名の取り扱いについて 

教委  確認事項として、前回より学校名については、既存の中学校名と新しい学 

校名で検討していく流れになっていたと思う。 

 

〇吉永地区の主な意見として 

・校名変更は地域住民、保護者の理解が得られない。 

・愛称ではどうか。 

・トップダウンで決めていく判断もある。 

・大切なのは子供なので、教委の示した案を協議するという考えもある。 



・ある程度妥協していかなければ前へ進まない。 

〇三石地区の主な意見 

・地域住民の考えもあるが、本当に重要なのは子供たちのこと。 

・時間をかけてもよいので、納得する説明が欲しい。 

・大きな方針を出して協議していく方法もある。 

〇共通意見 

         ・統合は子どもたちのため。いい学校を一緒に作っていきたい。 

・校名のことで子どもたちが振り回されるのはいかがかと思う。かわい 

そう。 

・子どもたちが犠牲にならないようにしなければならない。 

                ・統合にあたってもめたくはない。 

      〇宿題 

       ・個人に責任を負わせない形を考えてほしい。 

教委  校名の取り扱いについて、それぞれの地区でどれだけ理解（こだわり） 

があるのか。思っていることを出してほしい。吉永中学校でないとだめ 

なのか、新中学校名がだめなのか。吉永中ではだめなのか。新中学校名で 

ないとだめなのか、歩み寄り、妥協点は見出せないのか。もう一度確認 

したい。 

委員  個人に責任を負わせない形にしないと意見は出せない。 

委員  前回のとおり。学校名は PTA だけでは決められない。地区に説明がいる。 

委員  個人的には責任をとるが、家族への嫌がらせや子どもが学校に行けなくなった

りしないか不安。 

委員  一緒になるための 1番スムーズな手法を優先しないといけない。 

教委  前回、決め方について個人の責任を負わせない形は考えられないかという意見

が出た。このことも踏まえ、どういう方法で決めていくことがよいのか、協議

願いたい。個人に責任を負わせない形での決定について、教育委員会内部で協

議したが、幹事会で単Ｐを代表して校名の取り扱いについて様々な意見をいた

だいたが、調整がつかなかったため、最終的に市教委が調整案を提示して、全

体会へ報告し、了承を得るという形の決定が個人の責任を負わせない方法とし

て考えられる。 

市教委としては、校名の決定方法が定まらないまま長引けば長引くほど、 

校名によって三石と吉永がゴタゴタしているという雰囲気が子どもたち 

や地区に伝わるのは子どもたちにとってもよろしくないと考える。 

教育委員会としては、折り合いがつかないからと言って、統合を白紙に戻 

すことだけは避けたいと考えている。最終的には、調整に乗り出すことも 

やぶさかではない。案を出していくことに対しての意見あれば言ってほしい。 

委員  異論はない。協力できることは協力する。どちらの提案になっても理由付 



けがいる。いろいろな項目で点数評価、数値化、グラフ化するなど説得す 

る資料が必要。文書とか口頭説明だけでは人それぞれに受け取り方が違う。判

断材料として視覚的に訴えることが必要。 

委員  どっちの名前になったとしても、これだけ時間をかけてやったが難しかったと

いう経緯を説明することも必要。 

委員  参観日の後など人数の多い所で、少し時間をとって提案することも必要。 

教委  調整をつけるために教育委員会が方針案を示してよいか。 

委員  了承 

委員  校名はいつ提案するのか。 

R4.4 月開校のスケジュールで動いているので学校現場は混乱する。R2 年度中に

柱をつくらないと来年メンバーも変わる。 

教委  次回、幹事会で提案する。 

委員  1 年延びるのなら、その決定も早く出さないといけない。校名だけでなく 

準備のスケジュールを考慮する必要がある。 

 

５ その他 

教委  （各部会の状況報告） 

傍聴規程が今日承認されたので明日以降、市ホームページに掲載する。併せて

各部会の要点録、開催予定日時等も掲載していく。 

委員  吉永中学校に特別支援学級を設ける予定はあるのか。 

教委  空調等の工事費、備品等は R3年度当初予算に要求している。 

学級ができるかできないかは県と協議中。 

 

６ 次回の開催について 

・日 時  ２月上旬 １９時から 

・場 所  三石中学校 

 


